
DOSHISHA
Tokyo Journal 同志社東京ジャーナル

• 同志社フェア in 香川
	 地域交流イベント
	 卒業生交流レセプション 
• 2022年度　定時総会・評議員会・幹事会レポート
	 2021年度 事業報告・会計報告
	 2022年度 事業計画
•青木新代表幹事　就任メッセージ

•準備も佳境　2022 秋の集い
•東京校友会奨学金制度 総括レポート
•片桐家同志社五代記（四十一）
•連載コラム 今出川・京田辺四季
•同志社スポーツ・ソフトボール部女子
•親睦ゴルフコンペのご案内
•校友会「俳壇」特別版 杉本八郎客員教授

表紙写真：同志社フェア in 香川

2022
Summer
No.128

同志社東京校友会  INDEX



「withコロナの催事の形」を模索しながらー

同志社フェアin香川
春のトピックス

「同志社のいま」をアピールする植木学長

奥野史子さんのトークショー。校友同士の夫・朝原宣治さんとのエピソードも

開
催
ま
で
の
道
の
り

　

こ
こ
ま
で
長
引
く
と
は

思
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う

の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ

ナ
禍
」
に
対
す
る
大
方
の

国
民
の
感
想
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

振
り
返
れ
ば
、
２
０
２
０

年
の
２
月
、
横
浜
港
に
入
港

し
た
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
「
集

団
感
染
」
発
生
を
発
端
と

し
て
、
未
曽
有
の
大
混
乱
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
政
府
は

２
０
２
０
年
の
２
月
26
日
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
大
人

数
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
当
面
の
自
粛
要
請
」

を
発
表
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
志
社

関
係
で
い
え
ば
、
2
月
下
旬
に
予
定

さ
れ
て
い
た
同
志
社
校
友
会
大
懇
親

会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
続
い
て
、
3
月
14
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
「
同
志
社
フ
ェ
ア
in
香

川
」
も
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

で
し
た
。

　

そ
の
後
、４
月
に
は
初
め
て
の「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
の
あ
れ
こ

れ
は
、
ご
存
じ
の
通
り
。

　

も
と
も
と
「
同
志
社
フ
ェ
ア
」
は

２
０
１
１
年
か
ら
校
祖
新
島
襄
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
安
中
や
会
津
若
松
、

熊
本
、
仙
台
な
ど
で
開
催
さ
れ
て
き

た
も
の
で
す
が
、
１
８
年
か
ら
は
各

地
の
校
友
と
の
絆
を
深
め
、
地
域
交

流
も
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
浜
松
、

広
島
、
富
山
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
も
の
と

し
て
２
０
年
３
月
14
日
の
香
川
（
高

松
）
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

苦
渋
の
決
断
と
、「
や
っ
と
・・・
」と

　

た
だ
、
香
川
の
場
合
は
「
中
止
」

で
は
な
く
「
延
期
」
と
い
う
形
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
延
期
の
判
断

は
主
催
者
・
同
志
社
大
学
の
リ
ス
ク

管
理
本
部
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
地
元
の
同
志
社
校
友
会
香
川

県
支
部
と
同
志
社
同
窓
会
香
川
支
部

の
尽
力
に
よ
り
、
同
じ
２
０
年
の
10

月
４
日
に
改
め
て
開
催
さ
れ
る
旨
が

発
表
さ
れ
た
の
で
し
た
。
地
元
の
皆

さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
う
か
が

わ
れ
る
展
開
で
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
秋
に
な

っ
て
も
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
に
至
ら

ず
、
結
果
、
こ
の
10
月
４
日
の
開
催

を
断
念
し
、
最
終
的
に
「
中
止
」
と

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
健
康
と
安
全

を
最
優
先
に
考
え
て
の
、
苦
渋
の
決

断
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
間
、
東
京
校
友
会
も
最
大
の

催
事
で
あ
る
「
春
の
集
い
」
を
２
０

年
、
２
１
年
の
２
年
連
続
で
中
止
す

る
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
例
年

通
り
の
５
月
、
６
月
の
開
催
を
前
提

に
十
分
な
準
備
を
し
な
が
ら
、
９
月

に
延
期
し
て
の
開
催
も
模
索
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
苦
心
を
重
ね
ま
し
た
の

で
、「
フ
ェ
ア
in
香
川
」
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
苦
渋
の
決
断
に
至
る
「
思

い
」
も
共
有
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
卒
業
生
交
流
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
」
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
山
下

峰
彦
同
志
社
校
友
会
香
川
県
支
部
長

の
「
や
っ
と
・
・
・
」
と
い
う
言
葉

に
、
万
感
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

久
し
ぶ
り
の
、リ
ア
ル
で
の
大
会

　

２
０
２
０
年
、
２
１
年
と
、「
第

〇
波
」
と
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
が
続

く
中
、
国
民
も
感
染
対
応
の
経
験
を

積
み
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
回
数
を
重

ね
て
、
２
２
年
の
春
、
世
の
中
も
よ

う
や
く
あ
る
程
度
の
落
ち
着
き
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
変
化
を
受
け
て
開

催
さ
れ
た
の
が
２
０
２
２
年
４
月
29

日
の
「
同
志
社
フ
ェ
ア
in
香
川
」
だ

っ
た
わ
け
で
す
。

　
「
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
移
動
の
自

由
」
な
ど
と
大
げ
さ
に
い
う
こ
と
も

「緊急事態」やら「自粛要請」やらで中止を余儀なくされていた各種の催事が、「リアルな集い」として
復活しつつあります。先頃行われた「同志社フェアin香川」もその一つ。リアルはいいよね、やっぱり。
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Summer

　

こ
の
「
茶
話
会
」
形
式
が
、
コ
ロ

ナ
禍
中
の
〝
緊
急
避
難
的
措
置
〟
な

の
か
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
あ
る
い
は
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
で
の「
新
し
い
形
」

な
の
か
、
議
論
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
間
か

ら
聞
こ
え
て
き
た
「
や
っ
ぱ
り
、
リ

ア
ル
は
い
い
ね
え
」
と
い
う
声
だ
け

は
実
感
に
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
を
お

伝
え
し
て
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
締
め

く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
責
／
谷
村
和
典
（
72
年
・
文
）

写
真
／
新
田
博
伸
（
77
年
・
法
）

べ
た
後
、
大
学
と
校
友
会
と

地
元
の
絆
の
深
化
を
強
調
し

ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
植
木
学
長

に
よ
る
最
新
映
像
を
交
え

た
「
同
志
社
大
学
紹
介
」
が

あ
り
、
２
０
２
５
年
に
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
制
定
さ
れ
た
「
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
５
」
に
触
れ
な
が

ら
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
ど

同
志
社
の
新
し
い
教
育
方
針

を
ア
ピ
ー
ル
。

　

次
は
、
同
志
社
大
学
大
学

院
修
了
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
奥
野
史
子
さ

ん
と
司
会
の
采
野
さ
ん
と
の

や
り
と
り
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

　

第
一
部
の「
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

は
14
時
の
開
会
。
校
友
で
、
地
元
で

お
な
じ
み
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

采
野
友
啓
さ
ん
の
司
会
で
軽
快
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
進
み
ま
す
。
ま
ず
、
主

催
者
と
し
て
植
木
朝
子
学
長
が
「
こ

の
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
、〝
同
志
社
の

い
ま
〟
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
後
援
の
香

川
県
を
代
表
し
て
浜
田
恵
造
知
事
か

ら
「
こ
れ
を
機
会
に
、
同
志
社
と
の

連
携
を
い
っ
そ
う
深
め
た
い
」
と
の

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

校
友
会
か
ら
は
松
岡
敬
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
開
催
に
尽
力
し
た

地
元
関
係
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述同志社香里高ダンス部Ｏ G によるパフォーマンスも盛り上げに一役

地域交流イベントで、同志社グリークラブと香川オリーブ少年少女合唱団の競演

「茶話会」形式での卒業生交流レセプション。次回開催地・松本へのエールも

ん
だ
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
観
光
地
。

県
都
・
高
松
は
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ

の
源
平
合
戦
で
も
描
か
れ
た
屋
島
の

古
戦
場
に
近
い
四
国
の
玄
関
口
。
街

の
至
る
と
こ
ろ
に
、
あ
の
「
さ
ぬ
き

う
ど
ん
」
の
看
板
が
見
え
ま
す
。

　

会
場
に
な
っ
た
「
レ
グ
ザ
ム
ホ
ー

ル
」
は
高
松
港
に
臨
む
香
川
県
を
代

表
す
る
施
設
。
玉
藻
城
と
も
い
わ
れ

る
高
松
城
址
公
園
に
建
っ
て
い
て
、　　
　

あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
に
し
ろ
久
し
ぶ

り
に
「
無
条
件
に
旅
が
で
き
る
」
と

い
う
解
放
感
に
加
え
、
最
大
10
連
休

と
い
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
初

日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
空
路
も

陸
路
も
大
賑
わ
い
。

　

今
回
の
開
催
地
と
な
っ
た
香
川
県

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
が
「
世

界
の
人
々
が
訪
れ
る
べ
き
場
所
」
と

し
て
選
び
、「
世
界
の
宝
石
」
と
呼

会
場
内
に
石
垣
が

あ
る
施
設
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
４

月
29
日
の
昼
過
ぎ

か
ら
、
春
の
こ
ぬ

か
雨
を
つ
い
て
、

同
志
社
の
校
友
が

続
々
と
詰
め
掛
け

ま
し
た
。皆
さ
ん
、

笑
顔
と
と
も
に
、

久
し
ぶ
り
の
リ
ア

ル
で
の
〝
大
き
な

集
い
〟
に
ち
ょ
っ

と
興
奮
気
味
。
も

ち
ろ
ん
、
検
温
、

消
毒
、
換
気
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
な
ど
、
基

本
的
な
感
染
対
策

は
万
全
に
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ョ
ー
で
「
私
の
ア
ス
リ
ー
ト
人
生
～

ス
ポ
ー
ツ
が
く
れ
た
宝
物
～
」
が
語

ら
れ
、大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

「
茶
話
会
」形
式
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

第
二
部
「
卒
業
生
交
流
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
」
は
、直
前
に
な
っ
て
「
茶
話
会
」

形
式
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
通
常

は
立
食
パ
ー
テ
ィ
形
式
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
「
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

で
す
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
飲
食

を
と
も
な
う
こ
と
の
リ
ス
ク
を
主
催

者
側
が
懸
念
し
、
参
加
者
の
安
全
を

求
め
た
選
択
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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2021年度事業報告・会計報告

【2022年度定時総会･評議員会･幹事会】レポート①

２
０
２
1
年
度
事
業（
活
動
）報
告

（
１
）群
れ
る
機
会（
５
大
イ
ベ
ン
ト

の
推
進
）で
会
員
増
を
め
ざ
す

①
「
２
０
２
１
同
志
社
東
京 

初
秋
の

集
い
」
＝
９
月
４
日
（
土
）
に
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
今
こ
そ
同

志
社
ス
ピ
リ
ッ
ト
！
コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
、
集
え
我
ら
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

を
企
画
。
当
番
年
次
１
９
７
７
（
Ｓ

52
）
年
卒
が
中
心
と
な
り
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
「
安
全
・
安
心
」
第
一
で
の

開
催
を
準
備
し
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

②
「
第
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
＝

10
月
７
日
（
木
）
に
太
平
洋
ク
ラ
ブ

市
原
コ
ー
ス
で
44
名
が
参
加
し
、
万

全
の
感
染
予
防
措
置
を
と
っ
て
団

体
・
個
人
戦
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
１
年
延
期
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
「
コ
ン

ペ
を
楽
し
ん
だ
」と
の
感
想
も
あ
り
、

成
功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

③
「
特
別
協
力
会
員
の
集
い
」
＝
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
対
面
で
の
開
催
を
中

止
し
、
11
月
12
日
（
金
）
に
初
め
て

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
同
志
社
大
学
学
長
に
就
任

さ
れ
た
植
木
学
長
に
、「
同
志
社
大

学
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
～
ダ
イ
バ
ー

有志による「生誕之地碑」献花（2月12日）

シ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
推
進
に
向

け
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。申
込
人
数
は
42
名
で
、

実
際
の
参
加
は
29
名
で
し
た
。

④
「
現
役
世
代
／
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
会
員
増
計
画
」
＝
昨
年
に
引
き

続
き
、
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

⑤
生
誕
之
地
碑
前
祭
文
化
事
業
・
午

餐
会
＝
２
月
12
日
（
土
）
に
予
定
の

行
事
は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
有
志
に
よ
り
「
生
誕
之
地
碑
」

に
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

（
２
）継
続
的
な
取
り
組
み
で
入
会
促

進
を
図
る

①
通
常
会
員
＝
「
初
秋
の
集
い
」
等

行
事
中
止
に
よ
り
新
規
入
会
が
殆

ど
な
く
、
年
会
費
納
入
は
前
年
比

１
３
５
口
減
少
の
１
２
８
０
口
と
な

り
ま
し
た
。

②
特
別
協
力
会
員
＝
年
会
費
納
入
口

数
は
前
年
比
５
口
減
少
の
１
２
４
口

と
な
り
ま
し
た
。

③
登
録
団
体
＝
Ｓ
Ｍ
Ｄ
会
東
京
支
部

（
マ
ン
ド
リ
ン
部
Ｏ
Ｂ
会
）
と
同
志

社
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
（
東
京
）

の
新
規
団
体
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

（
３
）学
校
へ
の
積
極
的
協
力
と
支
援

活
動

①
大
学
運
営
へ
の
協
力
～
１
５
０
周

年
に
向
け
て
＝
「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
」
募
金
活
動
に
つ
い
て
大

学
・
校
友
会
と
募
金
状
況
の
情

報
を
共
有
し
て
お
り
、
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す
。

②
東
京
校
友
会
奨
学
金
＝
大
学

に
推
薦
い
た
だ
い
た
２
名
（
群

馬
・
長
野
県
出
身
学
生
）
に
つ

い
て
、
６
月
に
奨
学
生
選
考
委

員
会
が
審
査
を
実
施
し
、
常
任

幹
事
会
に
結
果
を
報
告
、
全
会

一
致
で
支
給
を
決
定
し
、
７
月

と
３
月
に
分
け
て
奨
学
金
の
給

付
を
行
い
ま
し
た
。
奨
学
金
募

金
は
、
合
計
83
件
１
４
９
７
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

③
大
学
現
役
諸
団
体
へ
の
支
援

（
支
援
金
と
広
報
協
力
）
を
継
続

＝
関
東
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ

オ
ン
総
会
の
開
催
は
中
止
と
な

り
、
文
化
団
体
を
含
め
、
支
援

金
の
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

④
大
学
主
催
行
事
へ
の
協
力
・
積
極

的
に
参
加
＝
◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
：
11
月
14
日
（
日
）
に
対
面

で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
◆
同
志
社
フ
ェ
ア
：

２
０
２
１
年
４
月
29
日
に
長
野
県
松

本
市
で
、
８
月
21
日
に
新
潟
県
新
潟

市
で
、
開
催
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
◆
同
志
社
講

座
：
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
秋
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
◆
新
島
襄
終
焉
之
地
碑
前

祭
（
１
月
23
日
：
大
磯
）・
生
誕
之

地
碑
前
祭
（
２
月
12
日
：
神
田
）：

２
０
２
１
年
度
の
開
催
は
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

（
４
）広
報
活
動

①
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
発
行
（
年
４

回
）
＝
１
２
３
号
よ
り
表
紙
な
ど
誌

面
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
１
２
５

号
は
「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
お
け
る

4

Tokyo
JournalDOSHISHA



Summer

2021年度　会計報告 （2021/4/1～2022/3/31）
単位：円

科目 修正予算 累計実績 差異 備考
【基礎収入】 7,820,000 6,820,205 -999,795 達成率　87％
年会費収入（通常会員） 4,260,000 3,840,000 -420,000 1280 口（-140 口）
年会費収入（特別協力会員） 3,000,000 2,480,000 -520,000 124 口（-26 口）
校友会助成金 550,000 500,000 -50,000 地域交流 -15 万、コロナ支援 +10 万
受取利息 1,000 205 -795 
その他の収入（雑収入） 9,000 0 -9,000 

【事業収入】 1,001,000 88,000 -913,000 達成率　9％
参加費収入（初秋の集い） 0 0 0 開催中止
参加費収入（特別協力会員の集い） 525,000 0 -525,000 開催中止
参加費収入 ( 碑前祭午餐会） 205,000 0 -205,000 開催中止
参加費収入（その他の集い） 260,000 88,000 -172,000 ゴルフ大会のみ開催
物品等販売（収入・支出） 11,000 0 -11,000 同志社クッキー：無

【広告収入】 340,000 330,000 -10,000 達成率　97％
広告料収入(東京ジャーナル） 300,000 300,000 0 ダイキン工業様ｘ2回　公益社様ｘ1回
広告料収入（ホームページ） 40,000 30,000 -10,000 若林佛具店・スタッフアイ・橋の下様
広告料収入 ( 初秋の集い） 0 0 0 開催中止

収入　（小計）（1） 9,161,000 7,238,205 -1,922,795 達成率　79％
【事務経費】 2,684,000 2,251,555 -432,445 消化率　84％
労務費（感謝金） 624,000 674,000 50,000 東京オフィス当番増⇔人材派遣費減
業務委託費 220,000 212,540 -7,460 大滝会計事務所 +CR カード業務
会議費 300,000 206,024 -93,976 常会・幹会・評会・総会：書面開催
交際費（支部総会祝金） 100,000 0 -100,000 支部総会開催中止
通信費 520,000 474,588 -45,412 郵便・ヤマト便・NTT 東日本
交通費 240,000 157,880 -82,120 常任幹事会 ZOOM 併用＋コピー削減
事務用品費 260,000 194,126 -65,874 OKI 複合機メンテ費減、修理等臨時費減
家賃・付帯諸費 50,000 46,200 -3,800 バーチャルオフィス家賃（エイゼックス）
振込・手数料 360,000 286,197 -73,803 郵便払込・銀行振込・クレジットカード
その他の支出（雑費） 10,000 0 -10,000 臨時・非重要・少額費用支出

【事業費用】 2,765,000 1,424,081 -1,340,919 消化率　52％
催事費（初秋の集い） 1,200,000 1,115,649 -84,351 キャンセル料 71 万、案内状・チラシ・経費
催事費（特別協力会員の集い） 720,000 190,992 -529,008 WEB 講演会開催
催事費（碑前祭午餐会） 225,000 0 -225,000 開催中止
催事費（碑前祭文化事業） 300,000 0 -300,000 開催中止
催事費（その他の集い） 320,000 117,440 -202,560 ゴルフ大会のみ開催

【広報費用】 1,840,000 1,713,472 -126,528 消化率　93％
東京ジャーナル発行・配布費 1,740,000 1,697,170 -42,830 取材費減少
ホームページ維持・管理費 100,000 16,302 -83,698 サーバー費・メンテナンス費

【政策経費】 622,000 74,457 -547,543 消化率　12％
特別協力会員維持開拓費 80,000 62,457 -17,543 日経テレコンによる新規会員開拓
年次会等諸団体会員開拓費 260,000 0 -260,000 年次会発足支援：無
同志社大学現役諸団体交流費 170,000 0 -170,000 関東スポーツユニオン：開催・申請無
現役世代会員開拓費 100,000 0 -100,000 ビジネスパーソン企画：開催無
初秋の集い新人参加費 0 0 0 「集い」開催中止
地域交流活性化費 12,000 12,000 0 神田錦町三丁目町会費

【人材派遣費】 1,720,000 1,455,502 -264,498 消化率　85％
【予備費】 50,000 0 -50,000 消化率　0%
【特別支出】 100,000 55,000 -45,000 消化率　55%
支出　（小計）（2） 9,781,000 6,974,067 -2,806,933 消化率　71%

【A) 一般収支　（1）-（2）】 -620,000 264,138 884,138 対予算収支　-43%
奨学金募金（収入） 300,000 1,497,000 1,197,000 達成率　499％（100 万円大口募金）
奨学金給付（支出） 600,000 600,000 0 消化率　100％

【B) 奨学金募金勘定収支】 (300,000) 897,000 1,197,000 対予算収支　-299%
【総合収支　A+B】 (920,000) 1,161,138 2,081,138 対予算収支　-126%

２．2021年度 同志社東京校友会奨学金募金勘定
１）２０２1年４月～２０２２年３月収支報告 単位：円

集 計 単 位 2021 年度
科 目 修正予算 累計実績 差異 備考

奨学金募金（収入） 300,000 1,497,000 1,197,000 達成率 499％
奨学金給付（支出） 600,000 600,000 0 達成率 100％

合計 -300,000 897,000 1,197,000 達成率 -299％：100 万円ｘ 1 件

３．財産目録（2022年3月31日現在）

２）２０２１年度　奨学金募金資産勘定 単位：円
科 目 2021年度

2020 年度残高 収入 支出 収支 残高（次年度繰越）
1,078,325 1,497,000 600,000 897,000 1,975,325

１．2021年度 収支決算報告
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Tokyo Journal 同志社東京ジャーナル

•	TOKYO	2020	東京オリンピック・パラリンピック
	 同志社アスリートの健闘に拍手！
	 	 フェンシング	金メダル！	宇山	賢選手
	 	 陸上	日本新連発の快走！	田中希実選手
	 	 7 人制ラグビー	主将で大奮戦！	松井千士選手
	 	 東京オリ・パラに出場した同志社アスリート
•	2021 初秋の集いガイドブック
	 幻の表紙と特集を皆さんへ
•	スポーツ憲章制定と同志社スポーツ

•	ラグビー人気復活と同志社ラグビー
•	私の学生時代とスポーツ
•	同志社スポーツ
	 ラグビー部　春季トーナメント優勝
•	登録団体活動レポート・同志社東京 41会
•	片桐家同志社五代記（三十八）
•	連載コラム	今出川・京田辺四季
•	リユニオン＆ホームカミングデーのご案内
•	校友会「俳壇」

表紙写真：東京オリンピックのフェンシングで金メダルに輝いた 宇山 賢選手（右端）
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Autumn
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同志社東京校友会  INDEX

同志社スポーツ特集号

東京ジャーナル
「同志社スポーツ特集号」

5月 26日（木）の「2022年度定時会員総会・評議員会・幹事会」は、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面開催・決議となり、
2021 年度事業報告・会計報告、2022年度事業計画等の議案が、
全て原案通り承認されました。

同
志
社
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
を
写
真

と
記
事
で
特
集
し
、
こ
れ
に
「
初
秋

の
集
い 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載

予
定
の
原
稿
「
私
の
学
生
時
代
と
ス

ポ
ー
ツ
」
を
加
え
て
、
全
20
ペ
ー
ジ

に
増
大
し
た
「
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
特

集
号
」
と
し
ま
し
た
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
運
用
＝
【
Ｈ
Ｐ
】
新
コ
ン
テ
ン

ツ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
と

掲
載
内
容
の
充
実
を
図
り
、【
Ｆ
Ｂ
】

「
い
い
ね
！
」
獲
得
数
は
「
２
４
０
３

人
」
と
な
り
ま
し
た
。

③
広
告
活
動
＝
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
２
５
号
に
同
封
し
て
、『「
広
告
主

募
集
」
の
お
願
い
と
ご
案
内
』
を
発

送
い
た
し
ま
し
た
が
、
新
規
の
広
告

主
の
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
５
）事
務
局
活
動

①
校
友
会
渉
外
活
動
＝
10
月
23
日

（
土
）
に
東
京
校
友
会
が
幹
事
支
部
で

「
関
東
・
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
が
全

面
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
さ
れ
、
情
報
交

換
と
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

②
校
友
会
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
運
営
＝

２
０
２
１
年
度
は
、
当
番
の
常
任
幹

事
と
派
遣
事
務
員
の
２
名
体
制
で
、

月
・
水
・
金
曜
日
を
基
本
に
、
大
学

東
京
オ
フ
ィ
ス
の
開
室
日
と
時
間
に

合
わ
せ
、
延
べ
１
５
８
日
間
開
室
し

ま
し
た
。

③
諸
会
議
の
事
務
局
業
務
＝
常
任
幹

事
会
は
「
全
面
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
と
「
対

面
（
京
橋
区
民
館
）
＋
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」

を
併
用
し
て
毎
月
開
催
を
継
続
、
幹

事
会
・
評
議
員
会
・
定
時
会
員
総
会

は
全
て
書
面
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

④
会
員
維
持
管
理
＝
「
個
人
情
報
保

護
の
基
本
方
針
・
規
程
」
の
改
定
を

７
月
20
日
（
木
）
に
開
催
の
「
幹
事

会
（
書
面
開
催
）」
に
提
案
し
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
全
文
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

⑤
金
銭
出
納
お
よ
び
経
理
業
務
全
般

＝
会
計
報
告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑥
備
品
・
各
種
書
類
の
保
管
管
理
充

実
化
＝
計
画
通
り
業
務
推
進
済
で
す
。

文
責
／
阪
口
章
夫
（
73
年
・
商
）

（資産） 2019年度 2020 年度 2021 年度
銀行口座 2020年3月31日 2021年 3月31日 2022年3月31日 前年度増減
普通預金：みずほ銀行（渋谷中央） 94,372 829,005 944,366 718,113 
普通預金：みずほ銀行（銀座） 4,010,449 1,309,443 786,154 591,851 
ゆうちょ銀行振込口座 10,000,000 10,000,000 10,000,000 -595,545 
手許現金 2,239,182 2,239,202 2,239,222 -31,770
運営資金合計 6,407,809 8,720,695 8,792,082 682,649
定期預金：みずほ銀行（渋谷中央） 1,497,932 90,247 1,039,734 0
ゆうちょ銀行 2,239,202 2,239,222 12,239,242 20
定期資金合計 24,287,053 23,252,056 23,886,101 20

【奨学金】普通預金：みずほ銀行（京橋） 90,247 1,039,734 1,518,203 478,469
資産合計 23,252,056 23,886,101 25,047,239 1,161,138

＊奨学金募金資産分⇒ 1,565,325 1,078,325 1,975,325 897,000
（負債） なし ＊収支分⇒ 264,138

単位：円
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【2022年度定時総会･評議員会･幹事会】レポート②

新任役員　左から寺石常任幹事、青木代表幹事、高塚副会長、藤井副会長、福山常任幹事

2022年度事業計画
２
０
２
2
年
度
事
業（
活
動
）計
画

（
１
）群
れ
る
機
会（
５
大
イ
ベ
ン
ト
）

の
推
進：新
規
会
員
の
勧
誘

①
「
２
０
２
２
同
志
社
東
京 

秋
の
集

い
」
＝
９
月
18
日
（
日
）
に
、
品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
再
び

集
え
！
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
と

同
志
社
精
神
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
～
」。

１
９
７
８
（
Ｓ
53
）
年
卒
を
中
心
と

し
た
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

②
「
第
７
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
個

人
・
団
体
戦
）」
＝
10
月
４
日
（
火
）

に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

③
「
特
別
協
力
会
員
の
集
い
（
特
別

講
演
会
）」
＝
11
月
21
日
（
月
）
に

学
士
会
館
（
神
田
）
で
開
催
予
定
。

講
演
会
と
３
年
振
り
の
懇
親
会
を
開

催
し
、
親
睦
と
何
ら
か
の
繋
が
り
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
・
特
別
講

演
会
（
現
役
世
代
開
拓
）」
＝
卒
業

生
有
名
企
業
ト
ッ
プ
な
ど
を
招
聘

し
、
現
役
世
代
向
け
に
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
等
を
企
画
・
開
催
し
ま
す
。

⑤
「
生
誕
之
地
碑
前
祭
（
文
化
事
業
・

午
餐
会
）」
＝
２
０
２
３
年
２
月
12

日
（
日
）
の
「
碑
前
祭
」
の
後
に
学

士
会
館
で
開
催
を
予
定
、
久
し
振
り

の
日
曜
日
開
催
で
、
地
域
交
流
を
含

め
、
多
く
の
参
加
者
が
集
う
「
文
化

事
業
」
を
検
討
中
。「
午
餐
会
」
は

同
窓
会
東
京
支
部
と
の
共
催
で
、
65

名
の
参
加
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）会
員・登
録
団
体：継
続
的
な
取

り
組
み
で
入
会
促
進
を
図
る

①
通
常
会
員
（
群
れ
る
機
会
）
＝
会

員
数
１
５
０
０
名
を
目
標
に
、
新

規
会
員
獲
得
を
目
指
し
、
年
次
会
・

サ
ー
ク
ル
・
学
部
／
業
界
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ

Ｇ
会
等
に
働
き
か
け
、「
秋
の
集
い
」

参
加
勧
誘
と
連
動
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
た
会
員
獲
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。

②
特
別
協
力
会
員
＝
例
年
通
り
、新

し
く
各
団
体
の
重
要
ポ
ス
ト
に
就
か

れ
た
方
に
対
し
、８
月
に
日
経
テ
レ

コ
ン
で
検
索
し
、新
規
会
員
勧
誘
の

案
内
状
を
２
０
０
通
前
後
送
付
予
定

で
す
。

③
女
性
会
員
＝
「
秋
の
集
い
」
や
年

次
会
等
登
録
団
体
の
女
性
会
員
の
発

掘
と
役
員
へ
の
登
用
を
図
り
ま
す
。

④
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
・
学
部
／

企
業
／
業
界
／
サ
ー
ク
ル
・
年
次
会

（
新
規
発
足
）
＝
会
員
合
計
25
名
以

上
が
所
属
す
る
登
録
団
体
に
、
代
表

者
の
文
書
申
請
に
基
づ
い
て
、
金

１
万
円
を
総
会
時
「
祝
金
」
と
し
て

会
長
名
で
支
出
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
団

体
登
録
と
構
成
員
名

簿
（
氏
名
／
卒
年
／

学
部
の
み
）
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
活
動
活
性
化
の
運

営
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
＝
会
員
拡
大
（
特

に
現
役
世
代
・
年
次

会
の
充
実
等
）を
目

的
に
、過
去
の
延
長

線
上
で
は
な
い
「
会

員
を
増
や
す
仕
組
み

作
り
」を
、８
月
を
目

処
に
ま
と
め
ま
す
。

（
３
）大
学
へ
の
協
力：

学
校
へ
の
積
極
的
協

力
と
支
援
活
動

①「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｄ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ 

２
０
２
５
」募
金（
法

人
・
会
員
）＝
登
録
団

体
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
し
、法
人
へ
の

募
金
依
頼
活
動
の
再
開
を
図
り
ま
す
。

②「
第
二
回
東
京
校
友
会
奨
学
金
」

（
募
金
・
給
付
）＝
過
去
５
年
間
に
引

き
続
き
、学
業
優
秀
で
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
支
援
が
必
要
な
、成
績

基
準
と
家
計
基
準
を
満
た
す
関
東
甲

信
圏（
９
都
県
）出
身
学
生
４
名
程

度（
大
学
に
２
～
３
年
次
生
の
推
薦

を
依
頼
し
、東
京
校
友
会
で
審
査
・
決

定
）に
給
付
型
奨
学
金
年
額
30
万
円

／
人
を
支
給
し
ま
す
。

★
奨
学
金
の
原
資
は
奨
学
金
募
金
で

す
。
個
人
・
登
録
団
体
へ
募
金
の
お

願
い
を
行
い
ま
す
の
で
、趣
旨
を
ご
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Summer

新任役員 仁藤常任幹事

新任役員 瀬尾副会長

理
解
の
上
、引
き
続
き
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③
大
学
現
役
諸
団
体
支
援（
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
）＝
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、全

国
大
会
出
場
で
上
京（
関
東
圏
）し
た

体
育
会
運
動
部
に
、関
東
同
志
社
ス

ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
の
申
請
に
よ
り
、

秋
の
総
会
開
催
時
に
支
援
金
を
一
括

贈
呈
い
た
し
ま
す
。
文
化
団
体
は
、

東
京
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
催
し
物

開
催
の
際
に
、Ｐ
Ｒ
等
で
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、文

化
団
体
か
ら
支
援
金
申
請
を
受
付

け
、常
任
幹
事
会
で
支
出
を
個
別
に

判
断
し
て
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）広
報・広
告
活
動

①
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
会
員
誌
・
年

４
回
）
＝
若
い
世
代
の
編
集
委
員
の

募
集
・
獲
得
を
継
続
、
新
編
集
委
員

を
早
期
に
戦
力
化
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応

し
た
誌
面
構
成
を
行
い
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
＝
【
Ｈ
Ｐ
】
新
シ
ス
テ
ム
の
円

滑
な
運
用
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

り
、【
Ｆ
Ｂ
】「
い
い
ね
！
」
獲
得
目

標
を
２
４
５
０
人
（
３
／
31
現
在
・

２
４
０
３
人
）
と
し
て
い
ま
す
。

③
広
告
獲
得
活
動
（
会
員
誌
・
Ｈ
Ｐ
）

＝
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
２
社
＆
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
２
社
の
広
告
主
新
規
獲
得
活

動
を
継
続
し
ま
す
。

（
５
）対
外
交
流
活
動

①
立
教
大
学
経
済
人
ク
ラ
ブ
＝
講
演

会
等
で
の
相
互
交
流
を
継
続
し
、
親

睦
の
輪
を
拡
げ
、
運
営
・
企
画
に
活

か
し
ま
す
。

②
錦
町
三
丁
目
町
会
＝
「
新
島
襄
生

誕
之
地
碑
」（
学
士
会
館
）
が
所
在

す
る
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
丁
目
町

会
を
通
じ
て
地
域
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。

（
６
）事
務
局
活
動

①
校
友
会
本
部
・
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ

ク
＝
校
友
会
本
部
事
務
局
と
は
、
本

部
主
催
行
事
へ
の
参
加
、
校
友
会
東

京
オ
フ
ィ
ス
の
運
営
、
支
援
金
・
助

成
金
等
申
請
、
会
員
拡
大
支
援
等
で

連
携
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。
関
東

甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
支
部
長
会
議

の
幹
事
支
部
機
能
を
担
い
つ
つ
、
支

部
総
会
開
催
時
に
は
出
席
（「
総
会

祝
金
」）
し
、「
秋
の
集
い
」
へ
の
参

加
・
協
力
要
請
を
行
い
ま
す
。

②
諸
会
議
・
行
事
事
務
局
（
出
欠
・

名
簿
・
会
費
）
＝
２
０
２
２
年
度
の

諸
会
議
日
程
＝
常
任
幹
事
会
：
原
則

第
３
木
曜
日
毎
月
開
催
。
幹
事
会
・

評
議
員
会
・
総
会
：
①
５
／
26
（
幹

事
会
／
評
議
員
会
／
定
時
会
員
総
会

＝
書
面
開
催
）、
②
７
／
14
（
幹
事

会
「
秋
の
集
い
」
が
主
題
）、
③
11

／
24
（
幹
事
会
／
評
議
員
会
：
中
間

報
告
）、④
２
０
２
３
／
３
／
23
（
幹

事
会
：
次
年
度
事
業
／
予
算
計
画
）。

◆
評
議
員
選
出
事
務
局
の
設
置
＝
現

在
の
評
議
員
各
位
（
約
２
０
０
名
）

は
、
２
０
２
３
年
３
月
31
日
で
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
。
10
月
に
な
り
ま

し
た
ら
、
各
登
録
団
体
の
代
表
者
に

「
評
議
員
推
薦
の
お
願
い
」（
任
期
：

２
０
２
３
年
４
月
１
日
～
２
０
２
６

年
３
月
31
日
）
を
発
信
い
た
し
ま
す

の
で
、
11
月
末
ま
で
の
推
薦
に
ご
協

力
下
さ
い
。

③
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
（
会
員
・
請

求
・
入
金
）
＝
会
員
基
本
情
報
と
請

求
・
入
金
管
理
を
司
る
「
会
員
管
理

シ
ス
テ
ム
」（
２
０
１
９
年
末
稼
働
）

の
「
操
作
手
順
書
」
の
整
備
・
活
用

を
図
り
、
必
要
な
手
直
し
と
要
件
追

加
・
変
更
等
を
継
続
し
、
更
な
る
活

用
を
目
指
し
ま
す
。

★
会
員
の
個
人
情
報
は
、
２
０
２
１

年
７
月
20
日
に
全
面
改
定
し
た
「
東

京
校
友
会
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

基
本
方
針
と
規
程
」
に
則
り
、
今
後

共
、
個
人
情
報
の
適
正
な
管
理
と
保

護
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
会
計
／
経
理
／
財
務
全
般
（
請
求

書
・
助
成
金
）
＝
日
々
の
収
入
・
支

出
を
含
む
定
例
月
次
業
務
の
他
、
通

常
会
員
／
特
別
協
力
会
員
の
「
年
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
発
送
・
納
入

管
理
・
督
促
（
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム

で
運
用
）、
広
告
代
の
請
求
・
管
理
、

募
金
の
管
理
等
、
ま
た
、
大
滝
会
計

事
務
所
に
よ
る
月
次
決
算
の
委
託
管

理
業
務
、
会
計
監
事
に
よ
る
期
末
会

計
監
査
等
、
幅
広
い
業
務
を
２
名
体

制
で
行
い
ま
す
。

⑤
校
友
会
東
京
オ
フ
ィ
ス
（
情
報
・

書
類
・
備
品
）
＝
当
番
担
当
の
常
任

幹
事
１
名
（
５
名
交
代
制
）
と
派
遣

事
務
員
１
名
（
固
定
）
の
２
名
体
制

で
、
原
則 

月
・
水
・
金
曜
日
10
：

00
～
16
：
00
に
開
室
（
17
：
00
ま
で

に
は
閉
室
）、
当
番
担
当
は
各
自
の

役
割
を
果
た
す
他
、
会
員
管
理
、
各

種
到
達
情
報
の
処
理
、
関
係
者
と
の

日
常
連
絡
、
諸
問
題
の
対
応
、
備
品
・

各
種
書
類
の
保
管
管
理
等
を
行
い
、

派
遣
事
務
員
は
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム

の
運
用
の
他
、
事
務
処
理
等
を
行
い

ま
す
。文

責
／
阪
口
章
夫
（
73
年
・
商
）

アーモスト館
イラスト：山口潔子

（同志社大学職員）
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本
年
度
の
東
京
校
友
会
は
、コ
ロ
ナ

後
を
見
据
え
て
、常
任
幹
事
の
増
強

や
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

立
ち
上
げ
な
ど
新
機
軸
を
打
ち
出
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
、代
表
幹
事
二
名
体
制
で
、

事
務
局
体
制
の
強
化
と
新
た
な
企
画

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
立
案
実
施
を
強

化
す
る
こ
と
に
な
り
、阪
口
代
表
幹

事
と
と
も
に
、新
た
に
代
表
幹
事
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
青
木
重
之（
78

年・経
）で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、校
友
会
活

動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、こ
の
約

２
年
間
、す
べ
て
の
行
事
を
中
止
せ
ざ

る
を
得
ず
、時
間
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
な
歯
が
ゆ
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。こ
の
間
、そ
れ
と
連
動

　

会
員
の
皆
様
、も
う
参
加
申
し
込

み
は
お
す
み
で
し
ょ
う
か
？

　

開
催
日
ま
で
２
か
月
を
切
り
、実

行
委
員
会
内
の
準
備
作
業
が
佳
境
に

差
し
掛
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
の
会
場
は
、初
め
て
の
品

川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル「
プ
リ
ン
ス
ホ
ー

ル
」。こ
れ
ま
で
に
な
く
広
い
会
場

で
中
華
の
コ
ー
ス
料
理
を
お
召
し
上

が
り
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

立
食
な
ら
２
０
０
０
人
に
対
応
で

9月18日（日）13時開催！！　詳細は裏面をご覧ください。

長引くコロナ禍で大きく変容した人々の行動様式や価値観。この変化の時代にこそ、新島襄が希求した「良心」、「自由」そ
して「多様性」の視点が求められています。3年ぶりとなる今回は「ニューノーマル時代と同志社精神」をテーマに、リアル＆
リモートのハイブリッド形式で開催します。同志社人の世代を超えた出会いと交流の場をご提供いたします。

2022年9月18日（日）

ニューノーマル時代と同志社精神
再び集え！！再び集え！！再び集え！！

～新型コロナウイルスが教えてくれたこと～

司 会

「同志社大学ビジョン2025
－ダイバーシティ・キャンパスの

推進に向けて－」 うえき・ともこ　1998年、お茶の水女
子大で博士号取得。2005年同志社大文
学部助教授となり、学部長、副学長を
経て20年4月から現職。専門は日本の
中世歌謡・芸能。

真山仁（小説家）　法学部政治学科1987年卒。新聞記
者、フリーライターを経て、2004年に小説『ハゲタカ』で
デビュー。新刊『墜落』(文藝春秋)6月下旬発刊予定。

瀬尾傑　商学部1988年卒。スローニュース（株）代表取
締役。TV朝日『ワイドスクランブル』等でコメンテーター
を務める。東京メディアクローバー会会長。

藤(とう)えりか　法学部政
治学科1993年卒。朝日新
聞記者。著書に『「ナパーム
弾の少女」五〇年の物語』
（講談社）、『なぜメリル・ス
トリープはトランプに嚙み
つき、オリバー・ストーンは
期待するのか　ハリウッド
からアメリカが見える』（幻
冬舎新書）。

学長講演

「予測困難な時代の生き方、働き方（仮）」論客対談

同志社大学長同志社大学長 植木朝子氏

第34代学長植木朝子氏、首都圏初の講演会。新・同志社が目指す多様性
あふれる持続可能な大学創出についてお話し頂きます。

終わりの見えないコロナ禍、深刻化する世界情勢など、予測困難な時代を生き抜くために、同志社人が持
つべき視座と在り方とは？メディア最前線で活躍中の論客のお２人にご登壇頂きます。

同志社東京校友会 2022 同志社東京　秋の集い

き
る
会
場
に
ゆ
っ
た
り
４
５
０
名
で

す
か
ら
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
は
万
全
、さ
ら
に
当
日
は
、こ
の
会

場
内
の
一
画
を
活
用
し
て
、「
業
種
別

大
名
刺
交
換
会
」も
企
画
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、た
く
さ
ん
の
名
刺
を
持
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
る「
リ
モ
ー

ト
版
秋
の
集
い
」の
準
備
も
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、当
日
ラ
イ
ブ
で
お
送
り
す

る
メ
イ
ン
企
画
、植
木
学
長
の
講
演

と
真
山
仁
さ
ん
・
瀬
尾
傑
さ
ん
の
論

客
対
談
の
他
に
、同
志
社
大
学
公
認

団
体(

サ
ー
ク
ル)

で
あ
る「
学
生
テ

レ
ビ
局
」の
皆
さ
ん
に
制
作
を
お
願

い
し
た
動
画「
今
出
川
・
京
田
辺
の

今
」の
撮
影
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

て
、箱
田
有
紀
局
長（
３
回
生
）以
下

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
制

作
に
あ
た
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
２
年
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
東
京
校
友
会

「
○
○
の
集
い
」の
伝
統
を
途
絶
え
さ

せ
る
こ
と
な
く
、復
活
さ
せ
る
よ
う

実
行
委
員
会
一
同
頑
張
っ
て
準
備
い

た
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

青木重之代表幹事

真山仁さん

瀬尾傑さん

　
 

代
表
幹
事
が
二
人
制
と
な
り
ま
し
た

新
代
表
幹
事
に
選
任
さ
れ
た

青
木
重
之
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

す
る
か
の
よ
う
に
会
員
減
少
も
進
み
、

将
来
の
校
友
会
の
存
在
に
も
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

よ
う
や
く
、ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、

感
染
者
数
が
減
少
し
て
き
ま
し
た
の

で
、９
月
18
日
の「
秋
の
集
い
」か
ら
反

転
し
て
、攻
め
の
姿
勢
で
新
た
な
東
京

校
友
会
を
作
っ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、「
運
営
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、前
号
で

若
手
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
座
談
会

の
模
様
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、他

に
も
現
役
世
代
の
皆
さ
ん
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
も
実
施
し
、貴
重
な
ご
意
見

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

目
指
す
は
、こ
の
伝
統
あ
る
東
京

校
友
会
を「
老
壮
青
」皆
が
集
え
る
校

友
会
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
校
友

会
活
動
と
は
？
世
の
中
が
大
き

く
変
化
し
、
生
き
方
や
働
き
方

が
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

下
で
の
新
た
な
校
友
会
活
動
の

在
り
方
を
模
索
し
ま
す
。

2
0
2
2
秋
の
集
い
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Summer

・
２
０
１
９
年
度
６
名
＝
①
仕
送
り

の
た
め
休
み
な
く
働
く
母
親
が
、
少

し
休
み
を
安
心
し
て
取
る
こ
と
が
出

来
た
。
②
学
費
へ
の
充
当
の
他
、
専

門
的
な
教
科
書
を
購
入
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
③
ア
ル
バ
イ
ト
の
日
数
を

減
ら
し
、
学
校
の
活
動
に
時
間
を
充

て
る
こ
と
が
出
来
た
。
④
生
活
費
を

賄
い
、
旅
行
や
食
事
な
ど
の
際
に
お

金
に
躊
躇
せ
ず
安
心
出
来
た
。
⑤
生

活
費
の
大
き
な
助
け
に
な
り
、
ド
イ

ツ
語
・
英
語
・
漢
字
検
定
試
験
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
た
。
⑥
全
額
を
学

費
に
充
て
、
今
年
は
少
し
余
裕
が
生

ま
れ
、
学
業
に
必
要
な
高
性
能
パ
ソ

コ
ン
を
躊
躇
な
く
購
入
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

・
２
０
２
０
年
度
４
名
＝
①
書
籍
の

購
入
費
、
コ
ロ
ナ
禍
自
宅
待
機
時
の

図
書
費
、
生
活
費
に
有
効
活
用
出
来

た
。
②
学
費
を
援
助
し
て
い
る
両
親

が
介
護
に
時
間
を
取
ら
れ
収
入
が
減

少
し
た
分
の
補
填
と
し
て
学
費
に
活

用
出
来
た
。
③
コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ル
バ

イ
ト
が
難
し
い
状
況
下
で
も
掛
け
持

ち
せ
ず
に
勉
学
に
励
む
こ
と
が
出
来

た
。
④
学
費
や
英
語
・
日
商
簿
記
検

た
。
今
回
「
生
活
状
況
報
告
書
」
の

中
か
ら
、
使
途
を
中
心
に
、
奨
学
生

の
声
を
編
集
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
２
０
１
７
年
度
３
名
＝
①
学
費
や
生

活
費
に
充
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
時
間
を

短
縮
し
、
勉
強
や
実
験
参
加
の
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
出
来
た
。
②
学
会

や
研
究
会
・
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
す
る

費
用
や
高
価
な
専
門
書
籍
の
購
入
に

活
用
し
、
学
業
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
出
来
た
。
③
フ
ラ
ン
ス
へ
の
短
期
留

学
費
用
の
半
分
を
賄
い
、
母
や
姉
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。

・
２
０
１
８
年
度
４
名
＝
①
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
へ
交
換
留
学
中
の
生
活
費
支
出

が
多
い
中
、
欧
州
を
幅
広
く
経
験
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
②
教
育
実
習
先

へ
の
交
通
費
や
部
活
動
の
遠
征
費
等

に
活
用
し
、
有
意
義
な
学
生
生
活
に

出
来
た
。
③
大
学
図
書
館
に
な
い
海

外
の
専
門
性
の
高
い
文
献
・
書
物
の

購
入
費
や
学
会
等
の
交
通
・
宿
泊
費

に
活
用
し
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ

る
こ
と
が
出
来
た
。
④
生
活
に
金
銭

的
余
裕
の
な
い
中
、
部
活
動
を
継
続

す
る
こ
と
が
出
来
、
好
き
な
旅
行
な

ど
に
踏
み
出
す
余
裕
が
出
来
た
。

１
．
奨
学
金
募
金
（
募
金
と
給
付
の

実
績
は
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

＝
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
１
年
度

ま
で
の
６
年
間
に
、
個
人
・
登
録
団

体
・「
春
の
集
い
」・
同
志
社
ク
ッ
キ

ー
販
売
等
か
ら
合
計
４
６
７
万
円
の

募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
春
の
集
い
」
が
開
催
中
止
と
な
っ

た
こ
の
２
年
間
は
、
２
０
２
０
年
度

に
27
件
、２
０
２
１
年
度
は
83
件
と
、

本
当
に
多
く
の
皆
様
に
奨
学
金
制
度

を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
、
２
０
２
１
年
度
に
は
辻
本
博
圭

様
（
65
年
・
法
）
よ
り
１
０
０
万
円

を
「
奨
学
金
募
金
の
輪
が
広
が
る
キ

ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
募

金
し
ま
し
た
」
と
大
口
の
募
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

２
．
奨
学
生
の
声
＝
５
年
間
で
延
19

名
に
合
計
５
７
０
万
円
の
奨
学
金
を

支
給
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
奨

学
生
か
ら
は
、
関
東
甲
信
圏
出
身
者

向
け
で
給
付
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
変
有
り
難
く
助
け
ら
れ
ま
し
た
と

の
感
謝
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

定
の
参
考
書
代
を
賄
い
、
ゆ
と
り
を

持
っ
て
勉
強
し
、
満
足
の
い
く
ス
コ
ア

で
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

・
２
０
２
１
年
度
２
名
＝
①
イ
ギ
リ
ス

留
学
が
出
来
、
勉
学
集
中
と
新
た
な

経
験
が
出
来
た
。
②
新
し
い
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
買
う
こ
と
が
で
き
、
動
画

「
東
京
校
友
会
奨
学
金
制
度
」総
括
レ
ポ
ー
ト

 
東
京
校
友
会
１
２
０
周
年
記
念
事
業

の
編
集
作
業
や
調
べ
物
・
レ
ポ
ー
ト

作
成
が
格
段
に
し
易
く
な
っ
た
。

◆
２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
開
始

の
５
年
間
、「
第
二
回
東
京
校
友
会
奨

学
金
制
度
」
に
も
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
責
／
阪
口
章
夫
（
73
年
・
商
）

奨学金募金の実績推移
年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 6年間合計

募金（円） 672,188 389,304 567,884 835,949 713,000 1,497,000 4,675,325 

同志社クッキー（個） 945 1,365 435 2,165 0 0 4,910 

内：大学生協（個） 375 960 - 1,715 0 0 3,050

個人/団体等（件） 2/7 0/5 3/5 0/17 27/1 83/0 115/32

一般会計（円） 600,000 2,400,000 - - - - 3,000,000

奨学金給付（円） - 900,000 1,200,000 1,800,000 1,200,000 600,000 5,700,000 

人数（名） - 3 4 6 4 2 19 

出身都県 - 群馬2・
神奈川

群馬・山梨
・神奈川・

東京
山梨・東京4

・茨城 東京4 群馬・長野
群馬4・神奈川2
・山梨2・東京9

・茨城・長野

繰越金（円） 1,272,188 3,161,492 2,529,376 1,565,325 1,078,325 1,975,325 2022年度へ

2022年5月21日
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1995年 秋の定期コンサート

　

同
志
社
中
学
に
入
学
す
る
と
、
自

宅
の
あ
っ
た
下
鴨
前
萩
町
か
ら
烏
丸

今
出
川
ま
で
自
転
車
で
通
っ
た
。

　

京
都
市
内
は
皆
様
よ
く
ご
存
知
の

こ
と
か
と
思
う
が
、
平
坦
に
見
え
て

い
て
、
我
が
家
の
前
の
通
り
（
現
在

の
北
山
通
）
と
九
条
に
あ
る
東
寺
の

五
重
塔
の
て
っ
ぺ
ん
が
同
じ
と
言
わ

れ
て
い
た
が
そ
れ
程
高
低
差
が
あ
る
。

考
え
て
み
れ
ば
鴨
川
や
高
野
川
が
北

か
ら
南
へ
流
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
当

た
り
前
な
の
だ
が
！

　

そ
う
い
う
訳
で
、
家
か
ら
中
学
校

ま
で
は
下
り
道
を
走
る
の
で
、
結
構

ス
ピ
ー
ド
も
出
せ
る
。
烏
丸
通
を
飛

ば
し
て
走
っ
て
い
て
よ
く
警
官
に
止

め
ら
れ
、「
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
走
れ
」

と
叱
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

高
校
に
進
む
と
16
歳
で
原
付
免
許

が
取
れ
た
の
で
、
何
人
か
は
モ
ペ
ッ

　

こ
の
連
載
を
書
き
始
め
て
、
何
と

前
回
で
丸
10
年
が
過
ぎ
た
。
一
家
族

の
家
系
の
歴
史
を
書
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
同
志
社
に
関
し
て
い

る
と
は
言
え
、
よ
く
ぞ
皆
様
お
許
し

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
と
本
当
に
申

し
訳
な
い
気
が
し
て
く
る
。

　

毎
回
で
き
る
だ
け
同
志
社
に
関
わ

る
事
柄
を
綴
ろ
う
と
努
力
を
し
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
大
事
な
誌
面
を
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
良
い
も
の
だ
ろ

う
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
新
田
編
集
長
に
こ
れ
で
良

い
の
か
と
問
い
合
わ
せ
る
の
だ
が
、

も
っ
と
続
け
ろ
と
の
返
答
を
い
た
だ

き
、
お
言
葉
に
甘
え
て
い
る
。
も
う

暫
く
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
て
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と
休
憩
の

意
味
も
含
め
て
、
私
の
生
涯
の
趣
味

と
な
っ
た
車
や
バ
イ
ク
（
自
転
車
か

ら
オ
ー
ト
バ
イ
）
に
つ
い
て
話
を
し

た
い
。

　

私
は
同
志
社
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

る
こ
ろ
か
ら
車
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
終
戦
後
間
が
な
い
頃
と
あ
っ
て
、

京
都
市
内
で
も
殆
ど
車
が
走
っ
て
い

な
い
中
、
進
駐
軍
の
ジ
ー
プ
が
家
の

前
を
通
る
。
そ
の
車
を
よ
く
絵
に
描

い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。　

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企
載
画

文
／
片
桐 

陽（
67
年
・
工
）高校時代　友人の池本康博君（左）と

　

讃
美
す
る
際
に
着
用
す
る
ガ
ウ
ン

を
新
調
す
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
に

恵
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
見
比
べ
て
い
た

こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
そ

れ
か
ら
20
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、

後
輩
た
ち
が
ま
だ
そ
の
時
選
ん
だ
ガ

ウ
ン
を
着
て
く
れ
て
い
る
の
は
嬉
し

く
感
じ
ま
す
（
写
真
で
着
用
し
て
い

る
も
の
は
先
代
の
ガ
ウ
ン
で
す
）。

　

１
９
９
７
年
の
同
志
社
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
実
行
委
員
長
と
し
て
、
全
同
志

社
の
中
学
か
ら
大
学
の
聖
歌
隊
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎

え
ら
れ
る
喜
び
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

活
動
期
と
休
止
期
の
あ
っ
た
聖
歌
隊

で
す
が
、
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
を
す
べ
く
、

や
っ
て
き
た
田
辺
は
想
像
し
て
い
た

京
都
と
は
全
く
違
い
、
拍
子
抜
け
し

た
と
こ
ろ
か
ら
同
志
社
人
と
し
て
の

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
と
し
て
、
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル

の
勧
誘
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、正
門
か
ら
の
帰
り
道
、同

志
社
学
生
聖
歌
隊
（
以
下
、聖
歌
隊
）

の
方
に
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

歌
を
歌
う
こ
と
に
苦
手
意
識
を

持
っ
て
お
り
、話
を
聞
く
く
ら
い
な

ら
、と
思
っ
て
席
に
着
い
た
の
が
運

命
の
分
岐
点
だ
っ
た
よ
う
で
、そ
の

ま
ま
、新
歓
の
花
見
に
参
加
し
、流
さ

れ
る
よ
う
に
入
隊
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

聖
歌
隊
で
は
、
叱
咤
激
励
を
受
け

つ
つ
、
毎
週
火
曜
と
水
曜
の
チ
ャ
ペ

ル
ア
ワ
ー
で
の
讃
美
、
お
昼
休
み
の

練
習
、
夏
の
合
宿
、
同
志
社
礼
拝
堂

で
の
秋
の
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
、
栄
光

館
で
の
同
志
社
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
軸
に

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
出
川
で
の
火
曜
の
チ
ャ
ペ
ル
ア

ワ
ー
後
か
ら
夜
通
し
友
達
の
家
で
遊

び
、
寝
ぼ
け
眼
で
田
辺
の
水
曜
の

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
出
て
い
た
の
が

良
い
？
思
い
出
で
す
。

学
生
生
活
の
中
心
に
あ
っ
た
聖
歌
隊

株
式
会
社 

繋 

代
表
取
締
役

大
岩
政
博（
99
年・法
）

今
出
川
・
京
田
辺
四
季

ト
に
乗
っ
て
通
学
し
て
い
た
。
私
は

経
済
的
理
由
が
一
番
だ
っ
た
が
、
父

親
か
ら
危
険
だ
か
ら
駄
目
と
言
わ
れ
、

自
転
車
通
学
を
続
け
た
。
公
共
交
通

機
関
で
通
う
と
な
る
と
、
前
萩
町
か

ら
市
バ
ス
で
出
町
柳
ま
で
出
て
、
そ

こ
か
ら
叡
電
で
三
宅
八
幡
ま
で
行
き
、

さ
ら
に
同
志
社
高
校
ま
で
歩
く
こ
と

に
な
り
一
時
間
は
掛
か
っ
た
。
そ
れ

が
、
自
転
車
だ
と
宝
ケ
池
の
手
前
の

狐
坂
を
越
え
て
20
分
か
ら
30
分
で
行

け
る
の
で
便
利
だ
っ
た
。
こ
れ
が
自

転
車
通
学
の
大
き
な
理
由
だ
。

　

さ
て
大
学
に
入
り
、
18
歳
に
な
る
。

当
時
の
若
者
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
、
そ
の
年
齢
に
な
る
と
四
輪
の

免
許
を
取
得
し
た
も
の
だ
。

　

今
だ
か
ら
話
せ
る
が
、
実
は
高
校

時
代
か
ら
友
達
の
家
の
車
を
無
免
許

で
運
転
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

車
を
動
か
す
こ
と
は
全
く
問
題
無

か
っ
た
。
自
宅
か
ら
数
分
の
教
習
所
、

宝
ケ
池
自
動
車
学
校
に
入
っ
て
も
毎

日
試
験
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
た
。

　

無
事
に
免
許
証
が
手
に
入
る
と
、

何
と
か
自
分
の
車
を
持
ち
た
い
も
の

だ
が
、
我
が
家
は
モ
ペ
ッ
ト
で
さ
え

も
買
え
な
い
時
代
、
車
は
高
値
の
商

品
。
そ
の
頃
町
内
で
車
を
持
っ
て
い

る
家
は
、
ワ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
ヒ
ル
マ

ン
や
ル
ノ
ー
な
ど
が
二
、三
台
ほ
ど

だ
っ
た
。
続
き
は
次
回
に
し
た
い
。

そ
の
四
十
一
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Summer

全
国
の
切
符

　

日
本
一
を
目
指
し
て
走
り
続
け
る

同
志
社
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
。
４

月
16
日
開
幕
の
春
季
リ
ー
グ
戦
に
参

戦
し
、
関
西
の
強
敵
と
し
の
ぎ
を
削

る
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。
好
調
な
滑

り
出
し
と
は
裏
腹
に
、
新
チ
ー
ム
初

の
公
式
戦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
最
終
戦

績
は
２
勝
５
敗
で
１
部
６
位
。
自
動

的
に
全
国
大
会
出
場
が
決
定
す
る
４

位
以
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
イ

ン
カ
レ
決
定
戦
へ
の
出
場
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

　

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
一
戦
。
対

戦
相
手
は
２
部
１
位
の
立
命
大
だ
。

強
い
日
差
し
の
下
、
両
者
が
熱
い
声

同志社スポーツアトム編集局／発 同志社スポーツ

本塁打を放ち笑顔の弓納持（商４）

学生主体のクラウドファンディングで資金援助と声援を受け、
創部史上初となる２年連続でのインカレ出場権を獲得した。

試合後、笑顔を見せる選手たち

力投する和田（スポ３）

援
を
飛
び
交
わ
せ
、
会
場
の
熱
気
は

最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。

　

２
回
表
の
攻
撃
が
一
気
に
流
れ
を

引
き
寄
せ
た
。
先
頭
の
山
口
（
ス
ポ

４
）
が
右
三
塁
打
を
放
ち
出
塁
す
る

と
、
続
い
て
打
席
に
立
っ
た
の
は
弓

納
持（
商
４
）。
完
璧
な
角
度
で
初
球

を
捉
え
る
と
、
打
球
は
高
い
放
物
線

を
描
く
。
そ
の
ま
ま
右
側
ス
タ
ン
ド

に
吸
い
込
ま
れ
、
一
挙
２
点
を
先
制

し
た
。
エ
ー
ス
の
和
田
（
ス
ポ
３
）

も
見
事
な
投
球
を
見
せ
、
相
手
打
線

を
封
じ
込
め
る
。
攻
守
が
か
み
合
い
、

５
―
０
で
完
封
勝
利
を
収
め
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
２
年
連
続
で

イ
ン
カ
レ
出
場
権
を
獲
得
。
創
部
史

上
初
の
快
挙
だ
。「
本
当
に
良
か
っ

た
、
そ
の
一
言
で
す
」
と
、
主
将
の

山
口
は
笑
顔
を
浮
か
べ

る
。
険
し
い
道
の
り
を

乗
り
越
え
、
悲
願
を
達

成
し
た
彼
女
た
ち
の
表

情
は
晴
れ
や
か
だ
っ
た
。

学
生
主
体
で

　

２
０
２
１
年
12
月
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
実
施
さ
れ
た
。

部
員
た
ち
は
忙
し
い
練

習
の
合
間
を
縫
っ
て
ア

ル
バ
イ
ト
に
励
み
、
部

費
や
生
活
費
を
補
っ
て

い
る
。し
か
し
、少

な
い
部
員
数
の
た

め
お
の
お
の
の
負

担
費
用
が
大
き
い

上
、
部
費
だ
け
で

全
て
を
賄
う
に
は

限
界
が
あ
っ
た
。

　

日
本
一
に
な
る

た
め
に
は
、
強
豪

校
と
の
遠
征
練
習

や
設
備
の
強
化
は

必
要
不
可
欠
。「
私

た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
全
て
挑
戦
し

た
い
」。そ
の
思
い

か
ら
始
ま
っ
た
完

全
学
生
主
体
の
こ

の
試
み
は
、
多
く

の
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

目
標
は
２
０
０
万
円
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

熱
心
に
広
報
活
動
を
行
い
、こ
の
取

り
組
み
や
チ
ー
ム
の
魅
力
に
つ
い
て

発
信
し
た
。す
る
と
、京
都
新
聞
か
ら

記
事
掲
載
の
声
が
か
か
り
、こ
れ
が

さ
ら
な
る
応
援
の
渦
を
巻
き
起
こ
す
。

　

結
果
、
わ
ず
か
１
カ
月
で
２
６
７

人
の
支
援
者
か
ら
２
２
２
万
円
を
集

め
る
こ
と
に
成
功
。
チ
ー
ム
関
係
者

や
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、
一
般
層
か

ら
も
多
数
の
支
援
を
受
け
た
。
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
が
沢
山
の
人
の
心
に
届
い

た
の
だ
。

ソフトボール部女子
２年連続でインカレ出場

い
ざ
頂
点
へ

　

学
生
主
体
の
チ
ー
ム
運
営
、
全
て

の
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
む
姿
、
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
。
同
志
社
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
は
、
見
る
者
全

て
を
惹
き
つ
け
る
チ
ー
ム
だ
。
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金

援
助
と
声
援
を
受
け
、
チ
ー
ム
は
よ

り
一
層
大
き
く
な
っ
た
。
満
を
持
し

て
、
い
ざ
全
国
の
頂
へ
。
彼
女
た
ち

の
夢
へ
の
挑
戦
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

城
山
歩
美
（
商
学
部
２
年
）
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校
友
会「
俳
壇
」

選
・
谷
村
鯛
夢

（
72
年
・
文
）

特
別
版

太平洋クラブ市原コース9番ホール

＊
随
時
募
集･

一
回
２
句
ま
で
。無
料
。掲
載
句
に
は
表
記
の

整
理
、添
削
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
。投
句
は
、は
が
き
は

〒
１
０
４・０
０
６
１　
中
央
区
銀
座
１・１
５・７　
Ｍ
Ａ
Ｃ

銀
座
ビ
ル
３
Ｆ
同
志
社
東
京
Ｊ
俳
句
係
へ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

０
３・５
５
７
９・９
７
２
９
同
志
社
東
京
Ｊ
俳
句
係
へ
。

第
７
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　

10
月
４
日
（
火
）
に
東
京
校
友
会

恒
例
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
場
は
千
葉
県
の
太
平

洋
ク
ラ
ブ
市
原
コ
ー
ス
で
す
。　
　
　

　

年
次
や
学
部
や
ク
ラ
ブ
の
仲
間
が

自
由
な
組
合
わ
せ
で
チ
ー
ム
戦
と
個

人
戦
で
ゴ
ル
フ
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
を

競
い
ま
す
。
隠
し
ホ
ー
ル
を
設
け
て

の
新
ペ
リ
ア
方
式
で
す
か
ら
単
純
に

グ
ロ
ス
ス
コ
ア
が
良
け
れ
ば
上
位
と

い
う
訳
で
も
な
い
と
こ
ろ
が
楽
し
い

と
こ
ろ
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
は
下
火

に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
昨

年
の
大
会
と
同
様
万
全
の
対
応
で
臨

み
ま
す
。
18
ホ
ー
ル
を
プ
レ
ー
し
ま

す
が
成
績
対
象
は
前
半
の
９
ホ
ー
ル

と
な
り
ま
す
。
東
京
校
友
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
下
さ
い
。

文
責
／
近
藤
義
彦
（
69
年
・
経
）

　

２
年
以
上
猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
も
よ
う
や
く
収
束
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
皆
様
に
は
、

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
お
元
気
で
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

４
月
29
日
（
祝
）
に
は
高
松
市
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
年
延
期
さ
れ
て

い
た
「
同
志
社
フ
ェ
ア
in
香
川
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は

表
紙
と
巻
頭
記
事
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
こ
の
ま
ま
収
束
に
向
か

え
ば
、
「
同
志
社
東
京
秋
の
集
い
」

も
な
ん
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
。

　

９
月
18
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

「
秋
の
集
い
」
は
、
５
月
の
定
時
総

会
で
新
代
表
幹
事
に
選
任
さ
れ
た
青

木
実
行
委
員
長
の
下
、
１
９
７
８

年
卒
の
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

５
月
の
総
会
で
は
新
し
い
役
員
が

選
任
さ
れ
て
、
組
織
体
制
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集

委
員
会
で
も
即
戦
力
と
な
る
編
集
委

員
（
記
者
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、

編
　
集
　
後
　
記

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
校
閲
者
な
ど
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
経
験
者
は
も
ち
ろ

ん
、
未
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

　

本
誌
の
企
画
・
取
材
・
編
集
・
校

正
な
ど
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

東
京
校
友
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
「
秋
の
集
い
」
が
９
月
開
催

に
な
り
ま
す
の
で
、
東
京
ジ
ャ
ー
ナ

ル
秋
号
は
、
通
常
よ
り
１
ヵ
月
遅
れ

の
11
月
下
旬
発
行
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

「
秋
の
集
い
」
で
、
お
久
し
ぶ
り

に
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
や

熱
中
症
に
十
分
気
を
つ
け
て
、
そ
れ

ま
で
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

文
責
／
新
田
博
伸
（
77
年
・
法
）

祇ぎ
お
ん
え

園
会
は
耳
の
奥
か
ら
始
ま
り
ぬ

杉
本
薬
王
子（
同
志
社
大
学
生
命
医
科
学
研
究
科
客
員
教
授
）

〈
評
〉 

こ
の
俳
号
は
薬
学
会
の
世
界
的
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
杉
本
八
郎
教
授
な
ら
で
は
。

ま
た
俳
句
界
で
も
結
社
「
風
土
」
の
同
人
会
会
長
と
い
う
俳
人
、
と
い
う
わ
け
で
今

回
は
特
別
版
。
祇
園
祭
は
巡
行
だ
け
で
は
な
い
。
あ
の
コ
ン
チ
キ
チ
ン
の
祇
園
囃
子

の
稽
古
か
ら
祭
は
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
東
京
人
の
教
授
は
、
こ
の
祭
と
の
出
会

い
の
驚
き
と
感
動
を
上
五
の
「
は
」
に
込
め
た
。
名
句
は
助
詞
一
つ
で
生
ま
れ
る
。

た
に
む
ら
・
た
い
む

俳
人
協
会
／
現
代
俳
句
協
会

会
員　

俳
句
結
社｢

炎
環｣

同
人
会
会
長　
情
報
紙｢

定

年
時
代｣

俳
壇
選
者
な
ど
。

大
募
集
！ 

〈
校
友
・
私
の
一
句
〉

大
募
集
！ 

〈
校
友
・
私
の
一
句
〉
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